
昭

和

三

十

七

年

八

月

十

四

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 
   

衆
議
院
議
員
井
堀
繁
男
君
提
出
新
荒
川
大
橋
補
修
並
び
に
新
規
架
設
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
四
一
第
一
号 

昭
和
三
十
七
年
八
月
十
四
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
井
堀
繁
男
君
提
出
新
荒
川
大
橋
補
修
並
び
に
新
規
架
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

新
荒
川
大
橋
は
、
現
在
主
要
地
方
道
東
京
岩
槻
線
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、
東
京
都
及
び
埼
玉
県
の
区

域
の
境
界
に
係
る
荒
川
及
び
新
河
岸
川
に
架
設
さ
れ
て
い
る
橋
梁
で
、
そ
の
管
理
は
東
京
都
及
び
埼
玉
県
の
共
同

管
理
に
な
つ
て
い
る
。
（
同
路
線
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
二
級
国
道
日
光
東
京
線
に
昇
格
す
る
。
） 

（1） 

本
橋
の
補
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
両
管
理
者
に
お
い
て
、
本
年
度
予
算
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、
計
二 

千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
沈
下
の
嵩
上
げ
、
橋
脚
の
補
強
、
橋
面
の
舗
装
、
伸
縮
継
手
の
補
修
等
の
工
事
を

早
急
に
着
工
す
る
予
定
で
あ
る
。 

（2） 

本
橋
の
改
良
計
画
に
つ
い
て
は
、
将
来
東
京
都
の
放
射
十
号
線
が
本
橋
に
取
り
付
く
計
画
が
あ
り
、
ま
た
昭 

和
三
十
五
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
る
埼
玉
県
川
口
市
側
の
都
市
計
画
事
業
と
も
関
連
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
計 



画
と
も
併
せ
て
来
年
度
着
工
を
目
途
と
し
て
検
討
中
で
あ
る
。 

な
お
、
本
橋
の
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
東
京
都
足
立
区
北
鹿
浜
町
及
び
北
区
神
谷
町
二
丁
目
地
内
に
環

状
七
号
線
に
係
る
新
橋
梁
（
鹿
浜
大
橋
及
び
神
谷
橋
）
の
架
設
が
本
年
度
か
ら
着
工
し
て
お
り
、
そ
の
完
成
に
よ

つ
て
新
荒
川
大
橋
の
交
通
混
雑
が
相
当
緩
和
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




